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新春のつどい　１月24日　於：ホテルグリーンタワー幕張
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勇壮な和太鼓で幕開け
「ドン、ドン、ドン」勇壮なウェルカム太鼓がホテルグリー

ンタワー幕張の館内に響き渡りました。

平成27年１月24日（土曜日）、午後６時。月星会「新春の

つどい」の幕開けです。

ウェルカム太鼓の演奏は、千葉市若葉区を拠点とする「粋

童会・龍星太鼓」。「粋でいなせな子どもたち」（ＨＰより）で

構成する本格的な和太鼓グループです。

五臓六腑に染み渡る和太鼓の響きに吸い寄せられるよう

に、来賓のお客様、月星会員の皆様が入場し、元気な笑顔で

席に着かれました。

今年の参加者は、総勢57名。司会の竹口親睦委員長と伊

藤副委員長による開会の言葉で、平成27年の月星会新春の

集いが始まりました。

全員で国歌斉唱のあと、まずはいつものように高柳会長

と臼井先生の挨拶。続いて、来賓の紹介とご挨拶のあと、

春の統一地方選を控えた月星会員の議員方々から闘志あふ

れる決意の言葉をいただきました（皆様のご当選を心より

願っております）。

産方直前会長の音頭で乾杯となり、和やかに食事と談笑

が進むなか、ウェルカム太鼓を叩いてくれた粋童会・龍生

太鼓の面々が再び壇上に。小さな子どもから高校生のお兄

さん・お姉さんまで、フルメンバーでの本番演奏です。

太鼓の音は、身体の中の邪気を払うと昔から言われてい

ますから、会場の皆さんは、なんだかスッキリしたお顔で背

中がピンと伸びた様子でした。

安来節に、琉球舞踊も
勇壮な和太鼓演奏のあとは、雰囲気がガラリと変わって

安来節です。会員の霜礼次郎氏がお孫さんたちとの共演

で踊ってくださいました。軽妙なドジョウすくいの披露

賑やかな演出で盛り上がった新春の宴
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に会場は爆笑の

渦。お孫さんが

いらっしゃる方

は、きっとご自身

のお孫さんと重

ね合わせられた

のでしょう。目

を細めてご覧に

なっていました。

このあと、１月誕生日の会員が登壇して、恒例の花束贈

呈が行われました。１月生まれの方は毎年、新春の集いで

の誕生祝いとなります。毎月の例会の場と違って、華やか

な席で大勢の祝福を受けるのですから幸せです（ちなみに、

私・林も１月生まれです）。

全員参加の「ほろ酔い一言スピーチ」
さて、今年は壇上が賑やかです。誕生日の花束プレゼン

トが終わると、なかなかお目にかかれない沖縄芸能、渡嘉敷

守良流の熟女の方々による琉球舞踊です。

エネルギッシュな動の和太鼓に対して、こちらはしっと

りと落ち着いた静のエネルギー。お酒を飲みながらじっく

りと観賞している方が目立ちました。

お酒が十分回ったところで、初夢抽選会。皆さん、今年の

運勢を占うかのように目を輝かせ、一喜一憂される様子が

とても素敵でした。

参加者全員の「ほろ酔い一言スピーチ」では、一年の抱負

を語る前向きなスピーチが相次ぎました。

最後は、恒例の「日の出の男」の合唱です。いつものよう

に、臼井先生と共に全員が大きな輪を作って元気に歌い上

げました。

つくづく、仲間っていいなあ、月星会はいいなあと実感し

つつ、尾形副会長の中締めでお開きとなりました。

新春のつどいからはや２カ月を過ぎ、桜の咲く季節とな

りましたが、時には和太鼓のように動のエネルギーを満開

とさせ、時には琉球舞踊のように静のエネルギーでじっく

りとプランを練りながら、明るい未来を築いていきましょ

う。	 （親睦副委員長・林理智子）

午前７時過ぎ、ＮＴＴ前にバス到着。中をよく見ると後

部座席に何人か乗っている。もう一人最前席にも人影が。

今回添乗員は頼んでいないはずなのだが？　よく見ると高

柳会長でした。

高速湾岸線が事故との情報で成田経由に変更し、予定よ

り少し遅れて総勢15名、最初の目的地筑波宇宙センターへ

出発。車中で高柳会長の挨拶、本日の行程の説明があり、途

中牛久大仏に感動する人もありましたが、予定通りに到着。
いたしました。

情報棟でのビデオの説明を受け、スペースドームへ。こ

第１回経営研修会　　　平成27年3月13日（金）　 於：茨城方面

「宇宙」と「ビール」を
セットで学んだ日

2



私が憲法改正を願う理由
ISIL（イスラム国）による二人の日本人拉致の問題

が発生した時、私は直感的に「これはいけない。この

ままではいけない」と強く感じた。二人の日本人の安

全についてもさることながら、私が直感的に駄目だ

と感じたのは我が国の憲法のことだ。

憲法前文は日本国憲法がどのような理念で創られ

ているかを総括して述べている一番大切な部分だが、

その日本国憲法前文の中に

「日本国民は・・・平和を愛する諸国民の公正と

信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと

決意した。」

と記されている。

前文は極めて華やかな言葉で飾られているが、こ

の部分は基本的な誤りであると感じたのだ。

今回の日本人拉致問題でも、日本政府は日本が援

助を申し出た２億ドルは人道支援であって、「戦闘に 元衆議院議員　臼井日出男

うすい日出男の
〈こくせいふかん〉の目

連

載

対する支援ではない。故

にこの日本の行為は“善”
である」としており、私も

正しいと思うが、これに

対し ISIL 側は「自分たち

の意に反して逃げ出した

難民を助ける行為は“悪”
である」と切り捨ててお

り、この論議の対立は簡

単に解消出来るものでは

ない。

つまり、日本がいくら相手を“平和を愛する国や地
域”と善意に解釈しても、現実を直視すれば、そうし
た善意が全てに通用するとは考えられないのだ。日本

の安全や生存を日本サイドで勝手に“平和を愛する諸
国民”と断じてみても、これでは我々の大切な日本は
守れないことは明らかである。憲法の大前提である前

文から誤っている日本国憲法を一日も早く改め、しっ

かりと日本の安全と平和を守れる憲法を創るべきと考

えるのは私だけだろうか。

こでは宇宙ステーションの

日本の実験棟「きぼう」の中

などを見学し、宇宙飛行士養

成エリアへ、宇宙服、宇宙食、

宇宙飛行士の訓練の内容な

どの説明を受け、改めて日本

の先端宇宙技術を目の当た

りにし、勉強になりました。

昼食までは禁酒というこ

とで車中ではお茶しか配られませんでし

たが、これからはビール工場の見学とい

うことで、昼食時景気づけにさっそくア

サヒスーパードライを飲み、ほろ酔い気

分で40分程で工場に到着いたしました。

工場はメンテナンス日ということで稼

働はしておりませんでしたが、案内係の

お姉さんの説明と共にビールのできるま

でをじっくり見学いたしました。

見学後楽しみにしていました出来立てのビールの試飲。

おひとり様３杯までの制約がありましたが、皆さん堪能し

たようです。帰りがけに工場の売店で両手にいっぱいのお

土産を買った方もおり、何やら完全に研修は終わっている

ような感じでした。

また、長谷川会員のご尽力で工場からお土産のビールを

全員に頂き、本日の研修は完了。帰路につきましたが、一度

スイッチが入ると53人乗りのバスで15名ということもあ

り後部のサロンで宴会状態。頂いたビールをほぼ飲み干し、

買ったウィスキーまで平らげて、千葉に着くまで60歳超の

集団は収まりが着きませんでした。

無事に出発地に帰り、有意義な研修会となった模様です。

お疲れ様でした。	 （研修委員長・加藤　隆）
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4月〜6月のスケジュール
４/1㈬ 役 員 会	 18:30開会	 	ホテル菜の花

４/11㈯

第２経営研修会		18:00受付  18:30開会
ホテルグリーンタワー幕張

	 講　師　(株)日本資産総研　鷹 野 保 雄氏
	 参加費	 講演会	 全員・ビジター　無料
	 	 懇親会	 会員5,000円　ビジター6,000円

4/23㈭ 夕 食 例 会 	　	18:30開会　鮨割烹みどり
　　　　　　　　	参加費		会員3,000円		ビジター4,000円

5/13㈬ 役 員 会	 18:30開会	 	ホテル菜の花

5/28㈭ 夕 食 例 会 	　	18:30開会　鮨割烹みどり
　　　　　　　　	参加費		会員3,000円		ビジター4,000円

6/5㈮
平成27年度 定 時 総 会

18:00受付  18:30開会
参加費	会員無料　ホテルグリーンタワー幕張

6/10㈬ 役 員 会	 18:30開会	 	ホテル菜の花

例会委員会報告

▼この会報がお手元に届く頃は、桜が散り始めか、あるいは散ってしまっているかもしれません。なのに、１季節前の新春
の記事とは……いささか気が引ける今号と相成りました。しかし、今年の新春の集いは、企画が華やかで「存分に楽しめた」
という方が多くいらっしゃいました。そんな方のために写真をたっぷりと載せた次第です。“一粒で二度美味しい”新春の
集い──ということでお許し下さい。▼宇宙とビールの研修会に参加しました。酒類工場見学の先輩、奥平さんに工場見
学前に暴飲暴食するなと言われていたのに、たっぷり飲み食いしてアサヒビールに……。が、試飲はそれでも美味しかった
のであります。私の胃袋と味覚機能は、普通の人よりキャパシティが大きい！ということがわかりました。	 （内藤）

編

集

後

記

社会保険労務士法人 ハーモニー
 旧会員：徳 永  康 子　　新会員：森 本  哲 郎

伊 藤  公 俊 氏
新社名：メットライフ生命保険(株)霞ヶ関エージェンシーオフィス

吉 田  光 一 氏
新社名：メットライフ生命保険(株)千葉中央A/O

会員変更

会員異動　社名変更

12月の夕食例会は「忘年例会」を開催いたしました。

高柳会長より開会のご挨拶をいただいたあと、うすい先生

のお話、その後、議会報告を臼井正一県議、茂手木直忠市議、

向後保雄市議、小川智之市議にしていただきました。

続いて、加藤前会長の乾杯のご発声を合図に忘年例会が始

まり、しばし夕食をいただきながらの歓談タイムとなりまし

た。その後、遅れてお見えになった門山宏哲衆議院議員、川

村博章市議から議会報告をしていただきました。

歓談中は志村美知子さんがマイクを持って各テーブルを回

り、会員の皆さんから近況をお伺いして会を盛り上げていた

だきました。

千葉には珍しく雪が降

り、ホワイトクリスマスを

楽しみながらの、一年を締

めくくる楽しい忘年例会と

なりました。

２月の夕食例会では、月星会会員

のちば国際税理士法人	桐谷美千子

さんより「家族を護るための相続税

対策」をテーマに今年１月に改正され

た相続税の内容やその対策について

卓話をしていただきました。経営者

の会員の皆さんにとって、会社も含

めた財産をどのような形で引き継ぐ

のかという課題は非常に

関心のある部分かと思わ

れます。資産を「悲産」

にせずに「志産」として

引き継ぎ、もめる「争続」

とならないための方法に

12月例会　　平成26年12月25日㈭	 於：鮨割烹みどり

２月例会　　平成27年2月26日㈭	 於：鮨割烹みどり

ついて、具体例を挙げて分かりやすく解説をしていただきま

した。また、４月に統一地方選を迎える月星会員の臼井正一

氏、茂手木直忠氏、小川智之氏、向後保雄氏の各議員の方々よ

り選挙に向けての意気込みを語っていただきました。

	 （例会副委員長・永田洋子）

ちば国際税理士法人
桐谷美千子	様
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